
４ 子ども版学校経営案 ～６年生が目指す２０２３中仙小の姿と、そのアイデア～

子どもが考えて
みんなと創る

“おらだの学校”を目指して

令和５年度のスタートに向けて、「そよかぜ」学年が５年生の
３月から、来年の自分たちでつくる中仙小学校に対する夢や希望
を出し合いました。
そして、まずは
○必要な委員会の数と内容を自分たちで決めて、この指
止まれ方式で、バランスよく組織をつくりました。

○職員室前の廊下に、「子ども版学校経営案」コーナーを
つくり、自分たちのアイデアで新しい計画を考えたり、
できたことを振り返ることができるようにしています。

【６年生から出された、その他のアイデア】

・みんなで笑い合える ・自然な笑顔の“楽笑”な学校
・みんなが気持ちよく過ごせる

・地いきでもあいさつできる学校
・いろんなことに挑戦する心

・互いに信頼 ・人をきずつけない
・なかよくなれる心
・やさしい心

・人に任せず自分から ・自分から積極的に発表
・みんなの意見が飛び交う、広がる
・声のボリューム

・次の勉強が楽しみになる授業
・楽しく学べる

・早ね、早起き、朝ごはん
・みんなが元気に活動
・休み時間、みんなで遊んで健康
・運動が苦手でも楽しめる
・みんなで体力作り

・毎日、全校みんながそろう学校

☆ 笑顔があふれていて、いじめやけんかがない学校。悲しいという感情がない学校。

全学年が協力して 。チャレンジがよくできる学校。（６年・草薙 里桜）

☆ 先生や運営委員に限らず、自分たち同士でもあいさつして、

。 （６年・伊藤 凪 ）

☆ 真面目に楽しくもがんばれて、切りかえがしっかりできる学校。

そして、 （６年・森川 由菜）

徳（楽しみ・心）〈やさしく〉
“楽笑”な学校

○「自分から」あいさつ

○チャレンジする心

○思いやりの心で助け合う

○温かい心でなかよく

体（健康・運動）〈たくましく〉
○元気に笑顔で

○みんなが健康

○楽しく遊ぶ

【進】【深】【新】で創る
ら く ＳＨＯＷ

“楽 笑”な学校
なか１０００ 笑楽校

知（授業・勉強）〈かしこく〉
○「自分から」「自信をもって」

○明るい「返事」と「反応」

○みんながわかる授業

みんなが楽しい授業

○頭の「きりかえ」


